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12
月
会
議
は
12
月
３
日
に
再

開
し
、
審
議
期
間
を
12
月
18
日

ま
で
の
16
日
間
と
決
定
し
、
市

長
か
ら
は
報
告
１
件
、
議
案
27

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
12
月
10
日
、

11
日
の
２
日
間
行
い
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

︵
マ
ー
ク
︶
、
学
校
給
食
、
ジ

オ
パ
ー
ク
、
部
落
差
別
解
消
推

進
法
、
デ
マ
ン
ド
交
通
︵
予
約

型
︶
お
で
か
け
号
、
清
水
未
来

計
画
、
森
林
環
境
税
と
森
林
環

境
譲
与
税
、
土
佐
清
水
市
の
津

波
対
策
〜
医
療
、
墓
苑
の
管
理
、

土
佐
清
水
市
の
財
政
見
通
し
等

に
つ
い
て
、
10
人
の
議
員
が
質

問
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
２
日
日
の

12
月
会
議
の
概
要

11
日
に
は
、
市
長
か
ら
議
案
２

件
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
18
日
に
は
、
今
会
議

で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果

の
報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
諮
問
２
件

が
追
加
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
議
員
か
ら
３

件
の
市
議
会
議
案
が
追
加
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
２
件
の

意
見
書
提
出
議
案
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
決
議

案
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

し
、
平
成
30
年
土
佐
清
水
市
議

会
第
２
回
定
例
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

米
軍
に
よ
る
軍
事
訓
練
事
故
再
発
防
止
を

　

求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
！

永
野
議
長
に
対
す
る
問
責
決
議
案
を
否
決
！

米
軍
に
よ
る
軍
事
訓
練
事
故
再
発
防
止
を

　

求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
！

永
野
議
長
に
対
す
る
問
責
決
議
案
を
否
決
！

○
人
権
擁
護
委
員

●
西
村　

 

敏
行 

氏

　
　
　
　

（
大　

浜
）

　

●
矢
野
川 

正
道 

氏

（　

布　

）

平
成
30
年
12
月
18
日
に
は
、

任
期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、議
長
の
指
名
推
薦
に
よ
り

次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

横
山　

與
一　

氏

（
下
ノ
加
江
）

山
下　

嘉
彦　

氏

（
足
摺
岬
）

島
﨑　

康
博　

氏

（
清
水
ヶ
丘
）

弘
畑　

德
治　

氏

（
下
川
口
）

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

柳
花　
　

統　

氏

（
加
久
見
新
町
）

土
居　

一
彦　

氏

（
元　

町
）

岡
﨑　

光
正　

氏

（
三　

崎
）

次
田　

郁
夫　

氏

（
松　

尾
）

人
事
案
件
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議案等の議決結果
番　号

報 告 第 ９ 号

議 案 第 6 3 号

議 案 第 6 4 号

議 案 第 6 5 号

議 案 第 6 6 号

議 案 第 6 7 号

議 案 第 6 8 号

議 案 第 6 9 号

議 案 第 7 0 号

議 案 第 7 1 号

議 案 第 7 2 号

議 案 第 7 3 号

議 案 第 7 4 号

議 案 第 7 5 号

議 案 第 7 6 号

議 案 第 7 7 号

議 案 第 7 8 号

議 案 第 7 9 号

議 案 第 8 0 号

議 案 第 8 1 号

議 案 第 8 2 号

議 案 第 8 3 号

議 案 第 8 4 号

議 案 第 8 5 号

議 案 第 8 6 号

議 案 第 8 7 号

議 案 第 8 8 号

議 案 第 8 9 号

議 案 第 9 0 号

議 案 第 9 1 号

諮 問 第 １ 号

諮 問 第 ２ 号

市議会議案第2号

市議会議案第3号

市議会議案第4号

件　　　　名

専決処分した事件の報告について（工事請負契約金額の変更について）

平成３０年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について

平成３０年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成３０年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

平成３０年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第２号）について

平成３０年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について

平成３０年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計補正予算（第１号）について

土佐清水市課設置条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市地域福祉基金条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市長等の給与，旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市議会議員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市債権管理条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市教育センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市子ども・子育て支援会議条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市保育所条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市清掃管理事務所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市公害対策審議会条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市の区域内にあらたに生じた土地の確認について

土佐清水市の区域内にあらたに生じた土地の確認について

字の区域画定について

字の区域画定について

字の区域の変更について

字の区域の変更について

工事委託協定の変更について

財産の取得について

平成３０年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について

工事請負契約金額の変更について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

「待機児童解消，保育士の処遇改善，保育の無償化に必要な措置を求める意見書」の提出について

「米軍による軍事訓練事故再発防止を求める意見書」の提出について

「永野議長に対する問責決議」について

議会

12

月

会

議

議決結果

̶

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

可決

可決

否決

可 決
（賛10、反１）

可 決
（賛10、反１）

否 決
（賛 2、反 9）

　野
永

夫
裕

　尾
浅

厚
公

　川
細

史
博

　
　藤
甲

眞

　
　本
岡

詠

　田
作

秋
喜

　崎
山

一
誠

　村
吉

朗
政

　政
武

三
健

　
　田
弘

条

　口
谷

保
佳

　
　田
前

晃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長
議

長
議

番　号

土佐清水市議会議員に対する期末手当の支給

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

「待機児童解消，保育士の処遇改善，保育の無償

化に必要な措置を求める意見書」の提出につい

て

「永野議長に対する問責決議」について

果結決議名　　　　　件

賛否の分かれた議案

※無記名投票

※無記名投票・・・会議規則第73条（抜粋）問題を可とする者は賛成と、問題を否とする者は反対と記載する。
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す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
よ
る
災
害
時

の
消
防
署
の
位
置
づ
け
は
？　

（
危
機
管
理
課
長
）

　

市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、消
防
長
は
副
部
長
と
な

る
。災
害
時
に
は
条
件
の
悪
い
危
険
な
現

場
で
、住
民
の
生
命
に
関
わ
る
活
動
を

担
っ
て
も
ら
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、大

変
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

（
質
問
）

　

現
在
の
職
員
数
と
職
員
定
数
は
？　

（
消
防
長
）

　

職
員
数
は
36
人
で
職
員
定
数
は
37
人

と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

地
震
津
波
対
策
の
柱
と
な
る
消
防
署

の
更
な
る
充
実
、特
に
職
員
数
の
確
保
は

必
要
だ
。そ
う
で
な
け
れ
ば
政
策
的
整
合

性
が
と
れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

（
副
市
長
）

　

一
般
行
政
職
員
数
を
減
ら
す
中
、増
員

を
図
っ
て
き
た
。当
面
は
こ
の
体
制
で
と

考
え
て
い
る
。

Q
（
質
問
）

　

指
定
管
理
者
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
経

緯
を
問
う　

（
観
光
商
工
課
長
）

　

当
初
、土
佐
清
水
開
発
公
社
が
指
定
管

理
し
て
い
た
が
、平
成
21
年
か
ら
公
募
を

始
め
、（
株
）創
裕
に
移
行
。

　

そ
の
後
、平
成
24
年
か
ら（
株
）ト
リ
ム

リ
ゾ
ー
ト
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、社
名

変
更
等
で
現
在
の（
株
）ア
ク
ト
リ
ゾ
ー

ト
が
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

現
在
、足
摺
テ
ル
メ
の
納
付
金
（
家
賃

相
当
）は
年
間
１
２
０
０
万
円
だ
が
、

90
％
の
減
免
に
よ
り
年
間
１
２
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。修
繕
費（
市
の
負
担
）に

も
１
１
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
。市
民

感
情
と
し
て
納
得
で
き
な
い
と
思
う
が
、

こ
の
ま
ま
指
定
管
理
制
度
を
続
け
て
い

く
の
か
？　

（
市
長
）

　

経
年
劣
化
に
よ
り
毎
年
約
１
２
０
０

万
円
の
修
繕
費
を
出
し
て
い
る
。抜
本
的

改
修
に
は
４
億
か
ら
５
億
必
要
と
い
う

試
算
が
出
さ
れ
て
い
る
。専
門
家
の
助
言

も
踏
ま
え
て
、総
合
的
、多
角
的
に
判
断

一
般
質
問

（
質
問
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
始
ま
っ
て
10
年
経

過
し
た
が
、寄
附
金
額
の
推
移
は
？　

（
企
画
財
政
課
長
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を
導
入
し
た

平
成
28
年
度
か
ら
は
、約
10
倍
の
４
０
０

０
万
円
を
超
え
、飛
躍
的
に
増
加
し
て
い

る
。

（
質
問
）

　

総
務
省
か
ら
返
礼
品
に
対
す
る
指
針

や
指
導
が
あ
っ
た
と
思
う
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
？　

（
企
画
財
政
課
長
）

　

返
礼
割
合
を
３
割
以
下
に
す
る
こ
と

や
地
場
産
品
に
す
る
こ
と
等
の
通
知
が

あ
っ
た
。

（
質
問
）

　

返
礼
品
に
「
土
佐
清
水
ワ
ー
ル
ド
」で

使
用
で
き
る
食
事
券
を
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

現
在
協
議
中
で
、近
日
中
に
開
始
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
活
動
に
つ
い
て

１ 

足
摺
テ
ル
メ
の
運
営

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

２ 

消
防
署
に
つ
い
て

３ 

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

吉
村　

政
朗議

員

清水ヶ丘大通線清水ヶ丘大通線

気になる用語
土佐清水ワールド…平成27年5月に土佐清水市と（株）ワール

ド・ワンが連携協定を結び、翌6月に土佐
清水の食材や食文化に特化した「アンテ
ナショップ居酒屋」として、神戸に1号店
がオープン。清水さばや宗田節など土佐
清水の特産品の提供、食文化の情報発信
や観光ＰＲなども行っている。

●「土佐清水ワールド」７店舗
　　　　　　　　　　（神戸4店舗、大阪1店舗、東京2店舗）
●「土佐清水ワールド幡多バル」3店舗
　　　　　　　　　　（東京1店舗、神戸1店舗、高知1店舗）
　　　　　　　　　　　　　　　　 平成30年12月末現在土佐清水ワールド新橋店
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ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
が
、今
後
も

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
度
を
上
げ
る
た

め
に
も
、市
広
報
で
の
定
期
的
な
周
知
と

市
内
医
療
機
関
、公
共
交
通
機
関
及
び
商

業
施
設
等
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
依

頼
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）

　

市
長
の
所
見
は

（
市
長
）

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、全
国
的
に
も
ま
だ

認
知
度
が
低
い
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
市
と
し
て
も
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を

更
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、引
き
続
き
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
質
問
）

　

観
光
案
内
所
等
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
多
言
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
か

（
観
光
商
工
課
長
）

　

情
報
量
の
多
い
本
市
の
主
と
な
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
語
、
英
語
、
韓
国

語
、中
国
語
で
作
成
し
て
い
る
。

Q
　（

質
問
）

　

い
つ
か
ら
、取
り
組
ん
で
い
る
か

（
福
祉
事
務
所
長
）

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
わ
か

ら
な
い
方
が
、周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、

電
車
や
バ
ス
の
中
で
見
か
け
た
ら
席
を

譲
っ
た
り
、災
害
時
に
は
、安
全
に
避
難

す
る
た
め
の
支
援
を
得
や
す
く
す
る
も

の
で
あ
る
。高
知
県
で
も
平
成
30
年
７
月

20
日
に
導
入
さ
れ
た
。

（
質
問
）

　

配
布
状
況
は

（
福
祉
事
務
所
長
）

　

平
成
30
年
11
月
末
現
在
で
17
個
配
布

し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

周
知
の
方
法
は

（
福
祉
事
務
所
長
）

　

市
広
報
８
月
号
で
周
知
を
行
う
と
と

も
に
、福
祉
事
務
所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
に

一
般
質
問

（
質
問
）

　

こ
れ
か
ら
つ
く
る
看
板
や
案
内
板
に

外
国
語
表
記
は
で
き
な
い
か

（
観
光
商
工
課
長
）

　

今
後
、
新
設
や
改
修
の
と
き
に
は
、
で

き
る
だ
け
外
国
語
表
記
を
加
え
る
よ
う

検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
質
問
）

　

災
害
時
の
外
国
人
旅
行
者
に
対
す
る

情
報
提
供
は

（
危
機
管
理
課
長
）

　

外
国
人
旅
行
者
向
け
災
害
時
情
報
提

供
ア
プ
リ
「
ｓ
ａ
ｆ
ｔ
ｙ 

ｔ
ｉ
ｐ
ｓ

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
テ
ィ
ッ
プ
ス
）」の
活
用

が
、本
市
の
現
状
の
中
で
は
最
も
有
効
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
緊
急
地
震
速
報
、

津
波
警
報
、気
象
特
別
警
報
等
の
災
害
情

報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
通
知
し
て
く
れ
る
。

　

情
報
入
手
手
段
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
主
流
で
あ
る
の
で
、外
国
人
旅
行
者
が

情
報
を
求
め
て
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
多
言
語
表
示
可
能
）を
閲
覧
し
た
と
き
、

こ
の
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
あ
れ
ば
、有

効
な
情
報
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

１
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク（
カ
ー
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

２ 

外
国
人
旅
行
者
へ
の

　
　
　

情
報
提
供
に
つ
い
て

作
田　

喜
秋議

員

気になる用語

ヘルプマーク（カード）…

　

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など、援助や配慮を
必要としていることが外見からは分からない方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを
知らせることで、援助が得やすくなるよう作成したマークのこと。
●ヘルプマークを身につけた方を見かけたら
電車やバスの中で席をお譲りください。駅や商業施設では、声をかけるなどの配慮をお願いし
ます。災害時は、安全に避難するための支援をお願いします。

●対象者
義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または、妊娠初期の方など、援助や配
慮を必要としている方。障害の有無に関わらず、希望者に配布します。

●配布場所
県障害福祉課、県健康対策課、各県福祉保健所、各市町村障害福祉担当窓口等※カードは赤色、＋と♡は白色

市議会だより／108号5



兼業禁止……　
気になる用語

議員は、自ら営利事業を行うことができるが、当該普通

地方公共団体と請負関係に立ったり、請負をしている

法人の役員になることはできないことをいう。

個人経営をしている議員が請負をする場合は、請負金

額の多少に関係なく兼業禁止に該当する。これに対し、

議員が法人の役員等をしている場合は、請負が主とし

て同一の行為をする場合に兼業禁止に該当する。

「主として」とは、請負をする法人の業務の主要な部分

が占めるということであり、一般的には法人の業務全

体の請負契約が占める割合が50％以上の場合と解され

ている。しかし、50％以下であっても当該請負の重要度

が公正、適正を損なう恐れが高い場合は兼業禁止に該

当するという判例もある。

検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）

　

食
材
納
入
業
者
に
議
員
が
代
表
取
締

役
を
務
め
る
法
人
が
選
定
さ
れ
て
い
た

（
そ
の
後
辞
退
）が
、「
兼
業
禁
止
」に
つ
い

て
の
初
見
は
？

（
副
市
長
）

　

地
方
議
会
の
議
員
の「
兼
業
禁
止
」は
、

地
方
自
治
法
等
で
制
限
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、議
員
は
理
解
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

（
質
問
）

　

ジ
オ
バ
ー
ク
認
定
申
請
を
当
面
断
念

し
、ま
ず
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
市
民
の

理
解
と
合
意
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か

（
市
長
）

　

次
の
申
請
時
期
は
、推
進
協
議
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
は
、認
定
が
目

的
で
は
な
く
、ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
通
し

（
質
問
）

　

全
国
で
は
お
よ
そ
３
割
の
自
治
体
が

給
食
費
の
無
償
化
及
び
軽
減
を
実
施
し

て
お
り
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。給

食
費
の
無
償
化
・
軽
減
に
つ
い
て
の
所

見
は
？

（
教
育
長
）

　

文
科
省
の
調
査
で
は
、小
中
学
校
と
も

に
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

76
自
治
体
（
４
・
４
％
）と
な
っ
て
お
り
、

県
下
で
は
土
佐
町
や
本
山
町
が
４
月
か

ら
の
無
償
化
を
目
指
し
て
い
る
。本
市
の

学
校
給
食
は
本
年
度
開
始
し
た
も
の
で
、

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。軽
減
に

つ
い
て
は
、「
給
食
検
討
委
員
会
」で
多
子

世
帯
へ
の
補
助
等
検
討
し
た
が
、他
市
町

村
と
比
較
し
て
も
給
食
費
が
高
額
で
な

い
こ
と
等
を
理
由
に
現
在
に
至
っ
て
い

る
。給
食
費
の
無
償
化
・
軽
減
は
今
後
の

一
般
質
問

て
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。「
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、地
域

を
支
え
る
人
づ
く
り
と
い
う
目
的
に
向

か
っ
て
、保
全
活
動
、教
育
活
動
、経
済
発

展
、活
気
づ
く
り
等
、市
民
と
協
働
し
て

普
及
活
動
に
努
め
た
い
。

（
質
問
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
を
観
光
商
工
課

か
ら
教
育
委
員
会
に
移
し
て
は
ど
う

か
？

（
副
市
長
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
域
特
有
の
自
然
や

文
化
な
ど
を
保
全
し
、そ
れ
ら
を
観
光
振

興
や
教
育
活
動
に
生
か
し
、地
域
の
持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
す
活
動
で
あ
る
。本

市
の
抱
え
る
地
域
経
済
の
縮
小
や
産
業

の
担
い
手
づ
く
り
、特
に
観
光
産
業
の
推

進
こ
そ
が
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の

大
き
な
課
題
と
捉
え
、こ
れ
ら
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

を
始
め
た
理
由
で
も
あ
る
。現
在
も
そ
の

点
は
変
わ
り
な
く
、組
織
体
制
の
継
続
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

前
田　
　

晃議
員

１　

学
校
給
食
に

　
　
　
　
　
　

関
わ
っ
て

２　

ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

に
関
わ
っ
て

ジオガイド養成講座2018
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部落差別解消推進法…

気になる用語

正式名称「部落差別の解消の推進に関する法律」は、部落問題の解消に向けた取り組みを推進
し、その解消のための施策として、平成28年12月16日に公布・施行された。
●この法律のポイントは？
１ 現在もなお部落差別が存在するとの認識が法律で新たに示された。（第１条）
２ 部落差別は日本国憲法に照らして「許されないもの」「解消すべき重要な課題である」と明
　 記された。（第１条）
３ 部落差別の解消に関する教育及び啓発の必要性が明記された。（第５条）
●この法律が施行された背景は？
１ インターネット上に、部落に対するデマや偏見、差別的情報が発信され、差別の拡大、悪質
　 化が進んでいる。
２ 戸籍謄本等不正取得事件や「全国部落調査復刻版」出版事件など、相次ぐ差別事件が発生。
３ 同和対策事業特別措置法失効後、部落差別の現実に対する無視、軽視、認識不足が広がって
　 いる。

　

ま
た
、併
せ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律

で
あ
り
、じ
ん
け
ん
課
と
し
て
は
、今
後

の
同
和
行
政
を
推
進
す
る
上
で
指
針
と

な
る
法
律
と
位
置
付
け
て
い
る
。

（
質
問
）

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
基
づ
く
土

佐
清
水
市
の
行
政
施
策
は

（
じ
ん
け
ん
課
長
）

　

「
推
進
法
」施
行
後
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、４
地
区
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
、身
近
な
問
題
か
ら
生
活
支
援
、

福
祉
等
の
き
め
細
か
い
各
種
相
談
に
対

応
し
て
お
り
、昨
年
度
の
相
談
実
績
と
し

て
は
、布
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
２
０
３
件
、

大
岐
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
４
０
８
件
、松
崎

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
７
７
４
件
、竜
串
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
６
６
４
件
、計
２
０
４
９
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

啓
発
活
動
で
は
、部
落
差
別
解
消
推
進

法
を
土
佐
清
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
、「
広
報
と
さ
し
み
ず
」11
月
号
へ

（
質
問
）

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
意
義
、必
要

性
に
つ
い
て

（
じ
ん
け
ん
課
長
）

　

こ
の
法
律
は
、現
在
も
な
お
部
落
差
別

が
存
在
す
る
と
と
も
に
、情
報
化
の
進
展

に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の

変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、全

て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保

障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と

り
、部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
示
す
と

と
も
に
、部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、基

本
理
念
、国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、相
談
体
制
の
充
実
、教

育
及
び
啓
発
、部
落
差
別
の
実
態
に
係
る

調
査
と
い
っ
た
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

定
め
て
お
り
、大
変
意
義
深
い
法
律
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

の
掲
載
、推
進
法
の
全
文
を
掲
載
し
た
チ

ラ
シ
を
７
月
に
全
戸
配
布
、職
員
研
修
等

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
質
問
）

　

本
市
に
お
け
る
部
落
差
別
の
実
態

（
じ
ん
け
ん
課
長
）

　

本
市
で
の
最
近
の
差
別
事
件
と
し
て

は
、平
成
19
年
２
月
23
日
、「
大
岐
浜
垣
地

区
差
別
落
書
き
事
件
」な
ど
が
あ
る
。こ

の
こ
と
は
、潜
在
的
に
差
別
意
識
を
持
っ

た
人
が
実
在
す
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、推
進
法
に
沿
っ
て
平
成

24
年
に
作
成
し
た「
人
権
を
尊
重
す
る
社

会
づ
く
り
」行
動
計
画
の
見
直
し
も
検
討

し
た
い
と
思
う
。今
後
に
お
い
て
は
、市

民
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
等
も
行
い

実
態
の
把
握
に
努
め
た
い
。

１　

部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

一
般
質
問

弘
田　
　

条議
員
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「路線バス」の一部廃止エリアを含め、区域
運行を実施しており、事前に電話予約し、自
宅または自宅近くまで送迎している。一部
の便は、市街地までの直通便となっている。
また、交通空白地域については、空白地有償
運送を導入し、空白地域の解消を図ってお
り、事前に電話予約が必要。
○デマンド交通
　（下ノ加江地区、三崎地区、下川口地区）
○空白地有償運送
　（家路川地区、大川内地区、藤ノ川・鳥渕地
区、松山・横峯地区、横道地区）

気になる用語
デマンド交通・・・
「おでかけ号」

５
便
。三
崎
地
区
の
循
環
便
５
便
を
、日

曜
・
祝
日
と
年
始
を
除
く
月
曜
か
ら
土

曜
ま
で
運
行
し
て
い
る
。空
白
地
有
償
運

送
に
つ
い
て
は
、７
地
域
で
、週
２
回
１

往
復
運
行
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か

（
企
画
財
政
課
長
）

　

「
朝
の
便
だ
け
で
も
定
時
定
路
線
に
し

て
も
ら
い
た
い
。」や
、ダ
イ
ヤ
改
正
希
望

の
声
が
あ
る
。空
白
地
有
償
運
送
で
は

「
日
数
や
便
数
を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
。」、下
川
口
方
面
で
は
「
市
街
地
ま
で

運
送
し
て
も
ら
い
た
い
。」と
い
っ
た
要

望
が
あ
る
。

（
質
問
）

　

様
々
な
問
題
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る

が
、地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
商
業
・
医
療
な
ど
の
離
れ
た
生
活
利

便
施
設
に
い
か
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
。

便
数
の
増
加
は
早
急
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か

る
リ
ス
ク
も
今
後
の
課
題
に
な
る
と
思

（
質
問
）

　

運
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
目

的
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

下
ノ
加
江
、下
川
口
・
三
崎
方
面
か
ら

市
街
地
ま
で
の
路
線
を
予
約
型
で
運
行
。

　

以
前
は
、こ
れ
ら
の
路
線
を
西
南
交
通

と
地
元
交
通
事
業
者
が
、乗
合
バ
ス
を
定

時
定
路
線
で
運
行
し
て
い
た
が
、予
約
制

の
デ
マ
ン
ド
交
通
に
す
る
こ
と
で
、効
率

的
か
つ
効
果
的
な
運
行
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
導
入
。

　

市
内
の
公
共
交
通
を
抜
本
的
に
見
直

す
議
論
を
行
い
、デ
マ
ン
ド
交
通
の
ニ
ー

ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
も
導
入
し
た
理
由

の
一
つ
で
あ
る
。

（
質
問
）

　

運
行
状
況
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

下
ノ
加
江
・
下
川
口
方
面
と
も
往
復

一
般
質
問

わ
れ
る
。デ
マ
ン
ド
交
通
を
全
く
知
ら
な

い
方
も
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
。
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
ど
う
か

（
市
長
）

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
の

あ
る
高
知
工
科
大
学
の
講
師
や
関
連
す

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
、本
市
の
交

通
体
系
を
見
な
が
ら
、専
門
的
分
野
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
住
民
の
交
通
手
段
に
多
額

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
、そ
し
て

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
、利
便
性

を
上
げ
、効
率
的
な
運
行
形
態
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
公
共
交
通
、生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
て
い
け

る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

提
言
に
つ
い
て
は
、今
後
の
計
画
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

１　

デ
マ
ン
ド
交
通

　
「
お
で
か
け
号
」に
つ
い
て

谷
口　

佳
保議

員

デマンド交通「お出かけ号」
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ジョン万…
サミット　

ジョン万サミットは、土佐ジョン万会
が主催し、国内外からジョン万次郎を
顕彰する団体関係者や一般のジョン
万ファンらが集まり、講演会や各団体
が活動報告などを通して情報交換等
を実施している。平成30年11月4日
（日）には「第7回ジョン万サミットin土
佐清水」が中央公民館にて開催され、
女性講談師の草分け的存在として活
躍中の神田陽子さんによるジョン万
講談のほか、関係団体の活動報告や東
洋大学教授・岩下哲典氏の講演が行わ
れた。

気になる用語

一
緒
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）

　

大
学
や
専
門
学
校
の
誘
致
を
し
て
は

ど
う
か

（
市
長
）

　

若
い
世
代
が
来
れ
ば
活
気
が
出
る
と

思
う
し
、確
か
に
大
学
誘
致
に
よ
る
定
住

人
口
の
増
加
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
、
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、
実
際
に
誘

致
を
す
る
と
な
れ
ば
、い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
。
例
え
ば
資
金
面
で
は
、
誘

致
し
た
大
学
、専
門
学
校
に
対
す
る
地
方

自
治
体
の
支
援
策
と
し
て
、土
地
や
建
物

な
ど
の
物
的
支
援
や
補
助
金
と
い
う
形

で
の
金
銭
的
支
援
が
伴
っ
て
く
る
。

　

東
洋
大
学
の
岩
下
哲
典
教
授
と
は
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
で
つ
な
が
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

ジ
ョ
ン
万
サ
ミ
ッ
ト
に
来
ら
れ
た
際
に

も
、ジ
ョ
ン
万
国
際
大
学
と
い
う
構
想
を

投
げ
か
け
ら
れ
て
お
り
、実
現
で
き
る
の

か
ど
う
か
も
含
め
て
協
議
や
助
言
も
い

（
質
問
）

　

益
野
に
あ
る
航
空
自
衛
隊
の
基
地
を

拡
大
し
隊
員
増
を
お
願
い
し
て
は
ど
う

か（
市
長
）

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
と
し
て
、

分
屯
基
地
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
拡
張
に
つ
い

て
は
、防
衛
協
会
土
佐
清
水
支
部
と
の
連

名
で
要
望
し
た
経
過
は
あ
る
。
た
だ
、
基

地
再
編
と
な
れ
ば
、国
の
防
衛
大
綱
や
防

衛
計
画
の
中
で
し
っ
か
り
と
し
た
位
置

づ
け
が
必
要
で
あ
り
、
施
設
に
つ
い
て

は
、防
衛
省
に
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
経
過
も
あ
る
。高
知
県
も
ヘ
リ

ポ
ー
ト
拡
張
に
つ
い
て
は
、足
並
み
を
揃

え
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
回
答
を
得

て
い
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
場
合
、ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
拡
張
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

引
き
続
き
、防
衛
協
会
土
佐
清
水
支
部
と

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。い
ろ
い
ろ

な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
思
う
。前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
質
問
）

　

今
後
の
清
水
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て（
市
長
）

　

時
代
の
流
れ
も
あ
る
が
、必
要
性
は
感

じ
て
い
る
も
の
の
実
際
に
実
現
で
き
る

か
ど
う
か
は
、じ
っ
く
り
と
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

再
度
、清
水
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ

い
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

（
市
長
）

　

具
体
的
に
ど
う
し
て
い
く
の
か
詰
め

た
議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。思
い
だ
け
で
は
実
現
す
る
こ
が
で
き

な
い
の
で
、具
体
的
な
事
例
も
含
め
て
で

き
る
こ
と
か
ら
手
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

１　

清
水
未
来
計
画

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

一
般
質
問

浅
尾　

公
厚議

員
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特色…

気になる用語

特色…

気になる用語

森林環境税…
（仮称）   

森林環境…
譲与税（仮称）   

個人住民税均等割の納税者から、国
税として1人年額1,000円を上乗せし
て市町村が徴収。課税は平成36年か
らの予定である。
国に一旦集められた税の全額を、間
伐などを実施する市町村やそれを支
援する都道府県に客観的な基準で譲
与（配分）するもの。森林現場の課題
に早期に対応する観点から、「新たな
森林管理システム」の施行と合わせ、
課税に先行して平成31年度から開始
される。

気になる用語 気になる用語

新たな森林管理…
システム　

林業経営の効率化及び森林の管理の適
正化の一体的な促進を図るため、新た
な森林管理の仕組み。
①森林所有者に適切な森林管理を促す
ため、森林管理の責務を明確化する。
②森林所有者自らが森林管理を実行で
きない場合に、市町村が森林管理の委
託を受け意欲と能力のある林業経営者
に再委託する。
③再委託できない森林及び再委託に至
るまでの間の森林においては、市町村
が管理を行う。

（
農
林
水
産
課
長
）

　

県
の
森
林
環
境
税
は
、今
の
と
こ
ろ
平

成
34
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
る
。

（
質
問
）

　

本
市
に
は
ど
の
く
ら
い
配
分
さ
れ
る

の
か
、ま
た
配
分
の
ル
ー
ル
は

（
農
林
水
産
課
長
）

　

県
に
よ
る
試
算
で
は
、平
成
31
年
度
の

配
分
額
は
１
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、段
階
的
に
増
額
さ
れ
、24
年
後
に
は
、

３
８
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

配
分
ル
ー
ル
は
、税
収
の
10
分
の
１
が

都
道
府
県
に
、10
分
の
９
が
市
町
村
に
配

分
さ
れ
る
。ま
た
、各
市
町
村
へ
の
配
分

ル
ー
ル
は
、配
分
額（
10
分
の
９
）の
10
分

の
５
を
私
有
林
の
人
工
林
面
積
で
、10
分

の
２
を
林
業
従
事
者
数
で
、10
分
の
３
を

人
口
割
で
按
分
さ
れ
る
。

（
質
問
）

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
決
め
ら

れ
て
い
る
の
か

（
農
林
水
産
課
長
）

　

詳
細
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
が
、管
理
さ

（
質
問
）

　

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
た
経
緯
は

（
農
林
水
産
課
長
）

　

外
国
産
木
材
の
供
給
に
よ
り
、国
産
材

の
需
要
が
減
少
し
、管
理
さ
れ
て
い
な
い

人
工
林
や
所
有
者
不
明
の
森
林
等
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
、森
林
を
守
る
た
め
の
財

源
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。地
方
団

体
等
か
ら
も
森
林
保
全
に
対
す
る
声
が

挙
が
り
、平
成
18
年
度
に
は
全
国
森
林
環

境
税
創
設
促
進
連
盟
が
結
成
さ
れ
、森
林

環
境
税
創
設
に
向
け
た
動
き
か
ら
、平
成

31
年
４
月
か
ら
「
新
た
な
森
林
管
理
制

度
」が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、そ
の

財
源
と
し
て
「
森
林
環
境
税
、森
林
環
境

譲
与
税
」（
仮
称
）が
創
設
さ
れ
た
。

（
質
問
）

　

県
の
森
林
環
境
税
は
ど
う
な
る
の
か

一
般
質
問

れ
て
い
な
い
森
林
の
間
伐
、人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
等
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
費
用
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
い

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
人
工
林
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か

（
農
林
水
産
課
長
）

　

森
林
経
営
計
画
の
策
定
さ
れ
て
い
な

い
森
林
面
積
は
１
万
１
８
６
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、公
有
林
も
含
ま
て
い
る
た

め
、現
在
、私
有
林
を
抜
き
出
す
作
業
を

進
め
て
い
る
。

（
質
問
）

　

本
市
の
体
制
は
十
分
な
の
か

（
市
長
）

　

今
後
、体
制
の
見
直
し
も
必
要
と
も
考

え
て
い
る
が
、将
来
的
に
は
、広
域
で
の

体
制
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
」を
順
調
に
起
動
し
、森
林

環
境
譲
与
税
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

１　

森
林
環
境
税
と

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

細
川　

博
史議

員
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気になる用語
自分が使っている薬の名前・量・日数・使用法など

を記録できる手帳のこと。特に、災害時には避難

所で現在使っている薬が確認できれば、適切な薬

を処方してもらうことができる。

※お薬手帳のメリット

◎飲み合わせや薬の重複をチェックし、副作用

や飲み合わせのリスクを減らせる。

◎副作用歴、アレルギー、過去にかかった病気

などの情報を伝えることができる。

◎旅行や災害、急に具合が悪くなったときなど

に、自分の薬の情報を正確に伝えることがで

きる。

お薬手帳…

き
る
。

（
質
問
）

　

「
流
通
消
費
」
と
い
う
言
葉
を
大
き
く

膨
ら
ま
せ
て
、本
市
医
療
機
関
を
カ
バ
ー

す
る
よ
う
な
構
想
も
一
考
に
値
す
る
と

考
え
る
。患
者
が
ど
の
避
難
所
に
避
難
し

常
備
薬
を
携
帯
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
届

け
る
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
？

（
健
康
推
進
課
長
）

　

慢
性
疾
患
等
に
よ
り
服
薬
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
に
つ
い
て
は
、常
用
の
医

薬
品
を
持
ち
出
せ
る
よ
う
準
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
お
薬
手
帳
を
持
っ

て
避
難
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
質
問
）

　

薬
局
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
慢
性
疾

患
患
者
の
リ
ス
ト
作
成
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
？ 

（
健
康
推
進
課
長
）

　

対
象
者
が
多
く
疾
患
も
多
様
で
あ
る

こ
と
や
処
方
に
つ
い
て
も
病
院
に
よ
り

変
わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、情
報
を
管
理

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

（
質
問
）

　

津
波
発
生
時
に
は
、他
市
町
村
か
ら
孤

立
し
、津
波
が
引
い
た
後
も
道
路
は
寸
断

さ
れ
、か
つ
復
旧
に
は
相
応
の
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
多
種
多
様
な
薬
を
必
要
と
す

る
慢
性
疾
患
の
患
者
の
こ
と
を
考
え
、行

政
か
ら
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
病

院
、薬
局
、卸
が
連
携
し
、市
内
に
薬
を
備

蓄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

（
健
康
推
進
課
長
）

　

大
規
模
震
災
時
に
は
近
隣
市
町
村
か

ら
孤
立
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、市
内
２
病
院
に
医
薬
品
等
を
備
蓄

し
て
い
る
。
ま
た
、
医
薬
品
を
保
管
し
て

い
る
高
知
県
の
備
蓄
倉
庫
や
各
病
院
、薬

局
等
に
つ
い
て
は
、被
災
者
へ
の
支
援
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。

　

医
薬
品
等
が
不
足
す
る
場
合
は
、高
知

県
に
要
請
し
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

個
人
情
報
で
あ
り
対
象
者
の
同
意
を
受

け
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

デ
ー
タ
の
一
元
管
理
的
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
が
、県
レ
ベ
ル
以
上
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
感
じ
た
。避
難

所
で
の
慢
性
疾
患
患
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
の
市
長
の
所
見 

（
市
長
）

　

避
難
所
で
の
慢
性
疾
患
患
者
等
医
療

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
つ
い
て
は
、大
規
模
災

害
に
備
え
て
、で
き
る
だ
け
避
難
袋
に
服

薬
し
て
い
る
医
薬
品
を
保
管
し
、お
薬
手

帳
を
携
帯
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

避
難
後
の
医
薬
品
の
補
充
は
、
自
主

防
・
消
防
団
等
と
市
が
連
携
し
、
必
要
な

医
薬
品
を
確
認
、県
の
防
災
倉
庫
か
ら
医

薬
品
を
支
給
す
る
。

　

市
民
の
命
を
守
る
、助
か
っ
た
命
を
つ

な
ぐ
こ
と
を
最
優
先
に
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

１　

土
佐
清
水
の

　
　
　
　

津
波
対
策
〜
医
療

一
般
質
問

甲
藤　
　

眞議
員

高知県の防災倉庫
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○グリーンハイツ墓地公園・元町墓地・清

水ヶ丘墓地公園については、土佐清水市立

墓地条例第10条に「墓地の使用者は、使用墓

地を常に清浄に維持しなければならない」

と規定。

○越の清水1号墓園・本町の貝塚墓地につい

ては、土佐清水市有墓地使用・管理規則第9

条に「使用許可を受けた墓地の整地及び管

理については、全て申込者の責任とする」と

規定。

は
あ
る
か
？
あ
れ
ば
市
か
ら
紹
介
で
き

る
の
か
？

（
環
境
課
長
）

　

清
掃
代
行
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
３

業
者
あ
り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
市
か
ら
も
紹
介
が
で
き
る
。他

の
業
者
も
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
情
報
提

供
は
可
能
で
あ
る
。

（
質
問
）

　

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、横
須
賀
市
の
実
行
し
て
い
る
終
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
参
考
に
市
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
で
き
な
い
か
？

（
環
境
課
長
）

　

横
須
賀
市
の
事
業
は
、一
人
暮
ら
し
で

身
寄
り
が
な
く
一
定
の
収
入
・
預
貯
金

以
下
の
方
が
対
象
で
、協
力
葬
儀
社
と
葬

儀
等
の
生
前
契
約
を
交
わ
し
費
用
を
預

け
、市
が
支
援
プ
ラ
ン
を
立
て
カ
ー
ド
を

発
行
し
、本
人
の
希
望
に
応
じ
て
、本
人

宅
に
定
期
的
に
訪
問
し
安
否
確
認
を
行

い
、入
院
や
死
亡
時
に
生
前
の
本
人
の
意

思
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
あ

る
。

　

本
市
に
お
い
て
終
活
に
対
し
て
ニ
ー

（
質
問
）

　

管
理
者
が
い
な
く
荒
れ
果
て
た
墓
地

が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、対
処
方
法
は
な

い
か
？

（
環
境
課
長
）

　

お
墓
は
所
有
者
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

こ
れ
を
市
が
管
理
す
る
こ
と
は
困
難
。所

有
者
や
民
間
の
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て

清
掃
等
を
行
う
の
が
基
本
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

市
の
墓
地
公
園
は
、ど
こ
ま
で
市
が
管

理
し
て
い
る
か
？

（
ま
ち
づ
く
り
対
策
課
長
）

　

墓
地
の
敷
地
内
は
申
込
者
の
管
理
と

な
る
が
、墓
地
の
使
用
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
区
画
や
通
路
等
は
市
が
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

掃
除
、管
理
を
代
行
し
て
く
れ
る
業
者

一
般
質
問

ズ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
把
握
し
、検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

墓
地
、終
活
な
ど
の
相
談
窓
口
及
び
土

佐
清
水
市
独
自
の
終
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
の
市
長
の
所
見

（
市
長
）

　

今
回
の
質
問
に
つ
い
て
は
、身
に
つ
ま

さ
れ
る
よ
う
な
思
い
で
聴
い
て
い
た
。年

４
回
は
お
墓
の
掃
除
を
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、高
齢
化
に
伴
い
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
対
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　

墓
地
、終
活
な
ど
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、総
合
窓
口
で
あ
る
市
民
課
で
対
応

が
で
き
る
よ
う
情
報
を
収
集
し
て
整
理

し
、相
談
者
に
情
報
提
供
が
で
き
る
体
制

を
整
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

本
市
独
自
の
終
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
高
齢
者
の
方
々
の

意
向
を
聴
き
な
が
ら
、地
域
で
高
齢
者
が

よ
り
一
層
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

１　

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ

　

る
土
佐
清
水
市
の
将
来
を

　

見
据
え
た
墓
苑
の
管
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

武
政　

健
三議

員

シルバー…
人材セン　
ター　　　

シルバー人材センターとは、原則として市

（区）町村単位に置かれており、基本的に都

道府県知事の指定を受けた社団法人で、 そ

れぞれが独立した運営を行っており、高齢

者等が働くことを通じて生きがいを得ると

ともに、地域社会の活性化に貢献する組織

として活動している。

気になる用語 気になる用語
市の墓地の…
管理につい　
て　　　　　
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良
債
以
外
は
発
行
を
抑
え
て
い
か
な
い

と
、こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）

　

投
資
的
経
費
が
7
億
円
で
や
っ
て
い

け
る
の
か
？

（
市
長
）

　

小
泉
政
権
時
の
三
位
一
体
改
革
に
よ

り
、大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

た
平
成
19
年
度
当
時
は
、投
資
的
経
費
が

約
８
億
円
で
あ
っ
た
の
で
、こ
の
数
字
は

決
し
て
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

そ
れ
で
は
、
平
成
19
年
度
の
前
後
、

平
成
16
〜
18
、
20
〜
22
年
度
の
投
資
的

経
費
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

「
通
告
外
の
た
め
発
言
を
留
保
」

（
議
長
）

　

今
の
質
問
は
通
告
に
な
い
質
問
と
判

断
し
て
い
る
の
で
、後
で
書
類
等
で
報
告

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
対
応
願
い

た
い
。

（
質
問
）

　

議
員
は
通
告
を
し
た
上
で
、答
弁
を
い

た
だ
き
市
長
の
考
え
が
分
か
る
。そ
の
市

（
質
問
）

　

投
資
的
経
費
の
推
移
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　

（
H
30
〜
H
33
）

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成
30
年
度
29
億
８
３
０
０
万
円
、平

成
31
年
度
12
億
６
２
０
０
万
円
、平
成
32

年
度
24
億
３
２
０
０
万
円
、平
成
33
年
度

11
億
９
１
０
０
万
円
。

（
質
問
）

　

平
成
34
年
度
以
降
は
、投
資
的
経
費
を

毎
年
７
億
円
で
見
込
ん
で
い
る
理
由

は
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成
34
年
以
降
、実
施
を
予
定
し
て
い

る
大
型
事
業
が
な
い
こ
と
と
、平
成
29
年

度
の
投
資
的
経
費
の
決
算
額

27
億
３
６

４
０
万
２
０
０
０
円
の
う
ち
、道
路
改
良

等
、毎
年
経
常
的
に
実
施
し
て
い
る
経
費

が
５
億
円
で
あ
り
、そ
の
５
億
円
と
そ
れ

以
外
の
臨
時
的
な
投
資
的
経
費
を
２
億

円
と
見
込
ん
で
７
億
円
と
し
て
い
る
。逆

に
言
え
ば
、実
質
公
債
費
比
率
も
18
％
を

超
え
て
い
る
の
で
、投
資
的
経
費
を
７
億

円
以
内
に
抑
え
つ
つ
、起
債
の
発
行
も
優

長
の
答
弁
に
対
し
て
、市
民
は
こ
う
思
う

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
質
問
し
て
い
る
の
だ

が
、こ
れ
が
通
告
外
な
の
か
？

（
議
長
）

　

通
告
外
と
判
断
す
る
。土
佐
清
水
市
議

会
は
通
告
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
、地
方

自
治
法
第
１
２
９
条
及
び
会
議
規
則
に

よ
っ
て
、発
言
を
撤
回
す
る
よ
う
指
導
す

る
。

１　

土
佐
清
水
市
の

　
　

財
政
見
通
し
に
つ
い
て

一
般
質
問

岡
本　
　

詠議
員

地方自治法…
第129条第　
１項　　　　

普通地方公共団体の議会の会議中この法

律又は会議規則に違反しその他議場の秩

序を乱す議員があるときは、議長は、これ

を制止し、又は発言を取り消させ、その命

令に従わないときは、その日の会議が終る

まで発言を禁止し、又は議場の外に退去さ

せることができる。

投資的経費…道路、学校、公営住宅の建設等その支出の効
果が資本形成に向けられ、施設等がストッ

クとして、将来に残るものに支出される

（ハード整備）経費のこと。

気になる用語 気になる用語

●
議
会
運
営
委
員
会
で
の
判
断

　

岡
本
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、当
該
数
値
は
質
問
取
材
時
に
伝
え

て
お
ら
ず
、通
告
外
と
決
定
し
、１
番
目
の

「
土
佐
清
水
市
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
」

の
項
目
は
終
了
と
し
、次
の
項
目
の
質
問

か
ら
再
開
と
す
る
こ
と
で
決
定
す
る
。

　

岡
本
議
員
に
対
し
、議
会
運
営
委
員
会

の
決
定
事
項
を
報
告
。議
長
と
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
の
三
者
で
協
議
し
た
が
、

岡
本
議
員
か
ら
の
了
承
が
得
ら
れ
ず
、一

般
質
問
を
終
了
と
す
る
措
置
と
し
て「
発

言
禁
止
」を
行
っ
た
。

そ
の
後
の
経
過

そ
の
後
の
対
応
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スクールバススクールバス 足摺岬ヤブツバキ林再生プロジェクトの様子足摺岬ヤブツバキ林再生プロジェクトの様子

（
委
員
）

　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
教
室
数

は
。

（
執
行
部
）

　

普
通
教
室
20
室
と
特
別
教
室
13

室
に
加
え
、清
水
小
学
校
の
階
段

状
の
多
目
的
室
（
し
み
ず
っ
こ
劇

場
）
の
計
34
室
に
設
置
予
定
で
あ

る
。

（
委
員
）

　

文
部
科
学
省
の
補
正
予
算
は
、

普
通
教
室
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

（
執
行
部
）

　

積
算
し
た
と
こ
ろ
国
か
ら
の
補

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
議
案
第
63
号「
平
成
30
年
度

　

土
佐
清
水
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て
」

○
議
案
第
69
号  

「
土
佐
清
水
市

　

課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

○
議
案
第
77
号  
「
土
佐
清
水
市

　

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て
」

○
議
案
第
78
号  

「
土
佐
清
水
市

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

12
月
会
議

助
金
の
予
算
配
分
内
で
普
通
教
室

と
特
別
教
室
、全
て
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
が
行
え
る
予
定
で
あ
り
、

梅
雨
入
り
ま
で
に
は
全
学
校
に
設

置
す
る
。

（
委
員
）

　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
省

エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

（
執
行
部
）

　

設
置
予
定
の
学
校
は
、小
規
模

校
の
複
式
教
室
が
多
く
あ
る
た

め
、学
級
規
模
に
配
慮
し
た
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、電
気
代
の
節
減

等
を
図
り
た
い
。

　

な
お
、年
間
の
電
気
代
の
上
昇

額
は
、
80
万
円
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。

（
委
員
）

　

施
工
業
者
の
選
定
方
法
は
。

（
執
行
部
）

　

機
械
設
備
工
事
業
者
、電
気
設

備
工
事
業
者
ま
た
は
家
電
業
者
が

考
え
ら
れ
る
が
、２
千
万
円
近
く

の
予
算
と
な
る
た
め
、発
注
と
な

れ
ば
、入
札
審
査
会
で
選
定
を
し

て
い
く
。

●
機
構
改
革
に
係
る
議
案
第
69

　

号
・
第
77
号
〜
第
81
号
の
概
要

　

に
つ
い
て

●
小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

　

に
つ
い
て

委
員
会
の　

審
査
内
容

（
抜
粋
）

（
執
行
部
）

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
組
織
機

構
の
再
編
と
し
て
、環
境
課
を
市

民
課
へ
再
編
す
る
こ
と
、福
祉
事

務
所
の
保
育
所
や
子
育
て
支
援
に

係
る
業
務
を
教
育
委
員
会
へ
移
管

す
る
こ
と
に
係
る
条
例
改
正
案
で

あ
る
。

・
議
案
第
69
号
は
、現
在
環
境
課
で

所
管
し
て
い
る
業
務
を
ま
ち
づ

く
り
対
策
課
と
市
民
課
へ
そ
れ

ぞ
れ
移
管
す
る
も
の
。

・
議
案
第
77
号
は
、福
祉
事
務
所
で

所
管
し
て
い
る
家
庭
児
童
相
談

室
と
要
保
護
児
童
に
係
る
業
務

を
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
す
る

も
の
。

・
議
案
第
78
号
は
、福
祉
事
務
所
の

子
育
て
支
援
係
の
業
務
を
教
育

委
員
会
へ
移
管
す
る
に
当
た
り
、

子
育
て
支
援
会
議
の
庶
務
を
行

う
所
管
を
新
設
予
定
の
こ
ど
も

未
来
課
（
現
在
の
学
校
教
育
課
）

へ
変
更
す
る
も
の
。

・
議
案
第
80
号
は
、環
境
課
を
市
民

課
へ
再
編
す
る
こ
と
に
併
せ
、清

掃
管
理
事
務
所
の
名
称
を
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
変
更
す
る
も
の
。

（
委
員
）

　

組
織
機
構
の
再
編
の
中
で
業
務

の
引
継
が
気
に
な
る
。
対
応
は
十

分
な
の
か
。ま
た
、今
回
の
再
編
に

よ
る
業
務
の
分
散
と
職
員
数
減
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
影
響

は
。

（
執
行
部
）

　

そ
れ
ぞ
れ
関
係
各
課
で
部
会
を

つ
く
り
、業
務
等
を
精
査
し
て
十

分
に
協
議
し
た
上
で
の
体
制
と

な
っ
て
お
り
、問
題
な
く
職
務
が

遂
行
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
）

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

機
構
改
革
と
な
る
よ
う
、
今
後
の

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
期
待
す
る
。

○
議
案
第
80
号  

「
土
佐
清
水
市

　

清
掃
管
理
事
務
所
の
設
置
及

　

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て
」

○
議
案
第
81
号  

「
土
佐
清
水
市

　

公
害
対
策
審
議
会
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て
」

清水小学校「しみずっこ劇場」
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

機　構　改　革　図

モバイルハウス（住箱）

市
民
課

○住民年金係
○国保係 市　

民　

課

○住民年金係
○国保係
●環境室
○環境係
（これまでの自然環境係＋生活環境係＋衛生
センター係）
○清掃センター係
（これまでのリサイクルセンター係）

教
育
セ
ン
タ
ー

○教育研究所
○適応指導教室
○少年補導センター
●家庭指導相談室
　（要保護児童対策に関すること）

事
務
所

福　

祉

○福祉児童係
○保護係

学
校
教
育
課

→

子
ど
も
未
来
課

○学校教育係
○施設整備係
○学校給食係
●幼保支援係
　（保育園等に関すること）

環
境
課

○自然環境係
○生活環境係
●清掃管理事務所
○リサイクルセンター係
○衛生センター係

福
祉
事
務
所

○福祉児童係
○保護係
●子育て支援係
（主に保育園に関すること、家庭児童相談室
に関すること）

（
執
行
部
）

　

「
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
」
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
31

年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
予
定
の
土
佐

清
水
市
爪
白
キ
ャ
ン
プ
場

に
設
置
す
る
モ
バ
イ
ル
ハ

ウ
ス
12
棟
を
購
入
す
る
に

当
た
り
、
契
約
金
額
が
９
７

２
０
万
円
と
な
る
こ
と
か

ら
、
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス

と
は
、
住
む
箱
と
書
い
て

「
住
箱
」
型
の
宿
泊
施
設
の

こ
と
を
い
う
。

（
委
員
）

　

指
定
管
理
者
で
あ
る
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
は
１

棟
当
た
り
３
５
０
万
円
に

対
し
て
、
本
市
の
契
約
金
額

は
１
棟
当
た
り
８
０
０
万

円
程
度
で
あ
る
が
そ
の
違

い
は
何
か
。

（
執
行
部
）

　

基
本
ス
ペ
ッ
ク
は
３
５

０
万
円
で
あ
る
が
、
内
装
に

か
か
る
オ
プ
シ
ョ
ン
及
び

設
置
費
用
等
を
含
め
る
と

７
０
０
万
円
を
超
え
る
金

額
と
な
り
、
今
年
オ
ー
プ
ン

し
た
越
知
町
の
モ
バ
イ
ル

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
も
同
等

の
金
額
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
場
合
は

海
が
近
い
こ
と
か
ら
、
塩
害

処
理
対
策
が
必
要
で
あ
る

た
め
そ
の
費
用
が
加
算
さ

れ
て
い
る
。

（
委
員
）

　

修
繕
等
が
発
生
し
た
場

合
の
費
用
負
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

（
執
行
部
）

　

モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
は
本

市
の
備
品
と
な
る
の
で
基

本
的
に
は
本
市
が
修
繕
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
管
理
者

側
の
責
任
に
お
い
て
修
繕

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

管
理
者
が
修
繕
す
る
こ
と

と
な
る
。

○
議
案
第
89
号

　

 

「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

◎「環境課」を「環境室」として、総合窓口「市民課」に再編します。
◎「福祉事務所」の中の「子育て支援係」（保育園等の担当）の業務を教育委員会（子ども未来課・教育センター）に再
　編します。 
　・保育園関係は、「こども未来課」の「幼保支援係」が担当となります。
　・「家庭児童相談室」「要保護児童対策」業務は、「教育センター」が担当となります。

平成31年3月31日まで 平成31年4月1日から
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開催しました
　平成30年2回目の議会報告会は、11月19日～29日にかけて、
市内５か所の会場で78人の参加を得て開催しました。
　議会報告会の各会場で出されたご意見・ご提言・ご要望等
について、主なものを掲載しています。
　今回、皆様からいただいた貴重なご意見等については、議
会の所管委員会での調査や議会活動に生かしてまいります
ので、今後とも議会の取り組みについて、ご協力のほどよろ
しくお願い申し上げます。

・スターウォッチングイベントの収益はどの
程度あったか。また、今後も継続していくの
か。
・地域おこし協力隊について、地域の人か
ら「地域に協力隊員が１人在住しても何が
できるの？」という声を聞いたこともある。
地域おこし協力隊の役割は、ただ、来たから
といって地域に寄与するだけでなく、彼ら
の発想とかを聴いて地域がどう動くかだと
思う。地域の受け入れ態勢というのも必要
だと思う。

・竜串再開発の中で、道の駅の統合などの話はあったのか。
・在宅医療から在宅死について、住み慣れた家で、安心して老後の生活が送れることを高齢者は
望んでいる。議会も考えてほしい。
・ジオパーク構想とジョン万次郎の大河ドラマ化について、市民は、あまり熱がないと思う。そ
れは、議員の掘り起し不足もあると思う。そこら辺を自覚し、早急に実現すべく頑張っていた
だきたい。

三崎地区防災コミュニティセンター
（斧積） 参加者23人

・スターウォッチングイベントは何人参加し
たか。
・移動販売車が来なくなって買い物に困って
いる。
・デマンド交通について、道が狭いため自宅前
まで入ってくれない。雨の日や買い物を多く
したときは、なかなか大変なので改善してほ
しい。

宗呂上コミュニティセンター
参加者10人
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議会報告会を　

・９月から新しい議会が始まり、それぞれの議

員がこの土佐清水市をどうしたいのか、その

思いを聴きたかった。

・YouTube（ユーチューブ）配信について、一年

で消えるようになっているが、消さないほう

がいいのではないか。

以布利漁民センター 
参加者15人

・国民健康保険事業特別会計について、2,000
万円の黒字の要因は何か。
・少子高齢化が進む状況下で、保育園や学校の
統廃合の議論がなされているのか。
・区長のなり手が少なくなっている。区長報酬
を上げるべきだと思うが、どうか。
・ジオパークの進捗状況は。
・宿毛・佐伯フェリーの運航休止について、土
佐清水市としても運航再開に向けて、協力す
るべき。

中央公民館 参加者14人

・メジカ産業再生プロジェクト事業について、
若者が家庭を持ったときに十分に生活をし
ていけるだけの給与体制になっているのか。
・地域おこし協力隊起業支援事業費補助金に
ついて、年間でどれだけの製品がつくれるの
か。費用対効果はあるのか。
・河川の周辺に葦（よし）によって、川の流れが
せき止められ、災害時には、河川氾濫の恐れ
がある。議会としても要望活動をしてほし
い。

布福祉センター 参加者16人
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議会報告会でのご意見・ご要望・ご質問等の中で、
執行部からの回答を掲載しております。

区分 意見・要望・質問等 執行部からの回答

　実質公債費比率が18％を超え
たが、本当に大丈夫なのか？
　プライマリーバランスを考え
てしっかりとした計画を立案
し、実行してほしい。

　漁業者に対しての支援の取
り組みについて説明を求める。

　観光地なのに、足摺岬、竜串
他、海岸線にごみが多い。ごみを
回収できるシステムをつくれな
いか。

　地域おこし協力隊員はこれま
でどれだけの人数の方が活躍さ
れたのか。
　また、地域おこし協力隊を募
集する趣旨と隊員の担う仕事・
役割は何か。
　元隊員の１人が起業するとあ
るが、ほかに事例はないのか。
　隊員期間終了後、本市に在住
してもらうための手立てはして
いるのか。

　市道下川口～松山線につい
て、市道を廃止すると聞いたが、
災害時の迂回路として、なんと
か残してもらえないか。

　実質公債費比率18％未満に抑えるための基本方針や
方策などを盛り込んだ「公債費負担適正化計画」を策定
し、健全財政に取り組む。
　プライマリーバランスは現在は赤字であるが、今後、
地方債発行を極力抑え、現在予定の大型事業が完了す
る2022年頃からは、黒字となる見込みである。

　メジカ産業再生プロジェクトにおいて、冷凍保管施
設や各種加工施設等の整備を行うことで、メジカ漁獲
量の増加に伴う魚価の向上を図る取り組みを実施して
いる。また、漁協等各関係団体と連携し、魚価向上の対
策として漁獲物の高鮮度処理や物流システムの構築支
援を行っている。
　さらに漁業後継者対策として、新規漁業就業者の確
保、育成に係る支援や安定的な漁業経営の支援として、
船舶エンジン等の導入に係る補助事業も継続して実施
していく。

○観光商工課・・・桜浜海開き前の清掃、おもてなし一斉
清掃を含めた取り組みや各団体が随時清掃を実施して
いる場所もある。また、台風等で海岸へ打ち上げられた
流木等の回収も行っており、今後も続けていきたい。
○環境課・・・統一したごみ回収システムづくりは困難
かと思うが、市内一斉清掃の実施や、各地区、関係団体
が随時清掃を行っており、集まったごみの収集など今
後も続けていきたい。

○協力隊の人数・・・本市ではこれまで15人雇用し、現在
は7人が活躍中で、退任した8人中４人が本市へ定住し
ている。
○協力隊の趣旨及び業務内容等・・・地域おこし協力隊
制度の導入趣旨は、都市部からの移住を促し、過疎地域
での定住人口増につなげるため、本市では地域振興、移
住促進、有害鳥獣対策、林業振興などの業務に雇用して
きた。
○退任後の起業状況・・・本市に定住した４人は起業し、
しし肉・シカ肉を活用したペットフードの加工・販売
業、本市特産品のインターネット販売業、柑橘類生産販
売、農産物（生姜）栽培などを行っている。
○定住のための支援策・・・退任後の支援策として、各種
資格取得にかかる費用負担のほか、起業支援の補助制
度（1人最高１００万円）を創設している。

　要望路線は、現時点では市道廃止を行う予定はない
が、現在、車両の通行がほとんどないため市道管理が十
分に行えていない。今後は通行量や利用状況等を踏ま
え、管理について検討していきたい。

財
政
問
題

水
産
振
興

環
境
問
題

中
山
間
対
策

ま
ち
づ
く
り

対
策
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三崎保育園落成式典

1日

2日

3日

4日

　〃　  

7日

10日

12日

15日

16日

20～21日

26日

27日

29日

1日

8日

21日

25日

11月

12月

高知県戦没者追悼式（県民文化ホール）

ジョン万祭りウエルカムパーティ（足摺テルメ）

平成３０年度土佐清水市表彰式及び第７回土佐清水ジョ

ン万祭り

第７回ジョン万サミットIN土佐清水（中央公民館）

第１０回大岐じんけんふれあい収穫祭

全国市議会議長会第１０５回評議員会（東京都）

土佐清水市戦没者追悼式（市民文化会館）

暴力追放市民会議臨時総会（清水警察庁舎）

全国過疎地域自立促進連盟第１３６回理事会及び全国過

疎地域自立促進連盟第４９回定期総会（東京都）

幡多三市議会議員研修（消防本部）

高知県市議会議長会行政視察（埼玉県）

香美市議会会派行政視察来局

地域密着型福祉施設あんきな家清水ヶ丘竣工式

議員懇談会（商工会議所）

平成３０年度（第３５回）土佐清水市産業祭

三崎保育園落成式（新三崎保育園）

幡多三市議会議長懇談会（四万十市）

四国西南地域道路整備促進協議会による国土交通省四

国地方整備局長への要望活動（高松市）

　

議
長
は
年
間
を
通
し
て
議
会
を
代
表
し
会
合
や
式
典
等
の
各
種

行
事
に
出
席
す
る
ほ
か
、本
会
議
に
お
い
て
議
事
を
整
理
し
、議
会

の
事
務
を
統
理
す
る
と
い
っ
た
職
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
、本
会
議
及
び
委
員
会
以
外
の
議
長
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
、左
記
の
と
お
り
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議
長
の
活
動
報
告

　12月会議の一般質問2日目（12月11日）に地震・津波避難訓練を実施いたしました。今年
で4回目となる訓練ということもあり、シェイクアウト訓練（自らの身を守る行動）、議事堂か
ら、中央公民館までの経路を約３分かけての避難でしたが、先頭から最後尾まで、あまり戸惑
う場面もなくスムーズに実施することができました。
　最後に、避難場所において全員の安全確認を行い訓練を終了しました。
　今後も、南海トラフ地震を想定した避難訓練を実施していきます。

地震・津波避難訓練を実施しました。
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議会日誌議会日誌議会日誌 11月

12月

2日

5日

16日

19日

22日

26日

28日

29日

3日

10日

11日

12日

13日

18日

25日

議会報告会代表者会

議会報告会代表者会

幡多三市議会議員研修会（消防本部）

議会だより編集委員会／議会報告会（布福祉センター）

総務文教常任委員会／議会だより編集委員会／議会報告会（中央公民館）

議会運営委員会／議会報告会（以布利漁民センター）

議会報告会（三崎地区防災コミュニティセンター（斧積））

産業厚生常任委員会／議会報告会（宗呂上コミュニティセンター）

12月会議再開

一般質問／議会運営委員会

一般質問／議会運営委員会

予算決算常任委員会／議会運営委員会

総務文教常任委員会／産業厚生常任委員会

12月会議閉会／議会運営委員会

議会報告会代表者会

開
催
日
程
な
ど
詳
細
は
、
事
前
に
議
会

事
務
局
【
☎
（
82
）
１
１
１
２
】
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
次
回
の
開
催
予
定
は
３
月
初
旬
で
す
。

　
　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、防
災
行
政
無
線

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　

会
議
の
詳
し
い
内
容
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

本
会
議
の
一
般
質
問
な
ど
会
議
で
の

発
言
を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
　

製
本
は
来
年
３
月
会
議
頃
と
な
り
ま

す
。

　
　

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、市

民
図
書
館
・
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

市
議
会
を

　
　

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

編
集
後
記

　

ま
ず
初
め
に
、本
年
１
月
２
日
夜
、

中
央
町
で
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、深
く
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、１

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
今
回
の
火
災

に
対
応
す
べ
く
、早
急
な
措
置
と
迅

速
な
調
査
及
び
審
査
が
必
要
と
判
断

し
、「
中
央
商
店
街
復
興
対
策
特
別
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。今
後
は
、こ
の
特
別
委
員
会

を
中
心
に
調
査
及
び
審
査
を
行
い
、

執
行
部
に
対
し
て
対
応
等
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
県
に

対
し
て
要
望
等
も
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

大
寒
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、ま
だ
ま

だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、風

邪
な
ど
引
か
ぬ
よ
う
、ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
が
、平
成

最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、引
き
続
き
議
会
に
対
し
て
、忌

憚
な
き
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　

細
川　

博
史

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り

編　

集　

委　

員　

会

委
員
長　

細
川　

博
史

作
田　

喜
秋

弘
田　
　

条

武
政　

健
三

甲
藤　
　

眞
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